「保健体育科」学習指導案

                                                             広島県立広島中・高等学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 教諭　在津　文博                                                                    

	本学習指導案のポイント（スポーツ振興課指導主事　井上　奈巳）
スポーツの発展のためには持続可能な開発が大切であることを理解するために，身近な題材を取り入れ，生徒の思考を深めさせることのできる優れた事例である。


１  実施日：平成27年11月13 日（金）（２時間目　９時50 分～10時40分（50分））

２  学年・学級：第３学年３組　37名（男子９名・女子28名）　
３  単元（題材）名：体育理論（豊かなスポーツライフの設計の仕方）　
４  単元（題材）について 　省略
５  単元（題材）の目標

（１）豊かなスポーツライフの設計の仕方について，課題を解決するための活動などを通して，学習に主体的に取り組むことができるようにする。【関心・意欲・態度】
（２）豊かなスポーツライフの設計の仕方について，学習した知識を活用したり応用したりできるようにする。【思考・判断】
（３）豊かなスポーツライフの設計の仕方について理解できるようにする。【知識・理解】
６  学習活動に即した評価規準

	関心・意欲・態度
	思考・判断
	運動の技能
	知識・理解

	①豊かなスポーツライフの設計の仕方について，自分の意見をまとめたり，発表したりする活動などを通して，学習に主体的に取り組もうとしている。
	①スポーツにかかわる際に，各自が実施できる，環境へ配慮した行動を見つけている。
②学習した知識をもとに，自己のスポーツライフを設計している。

	
	①スポーツには各ライフステージにおける身体的，心理的，社会的特徴に応じた楽しみ方があること。また，その楽しみ方は，個人のスポーツに対する欲求などによっても変化することについて，言ったり書き出したりしている。
②生涯にわたってスポーツを継続するためには，自己に適した運動機会をもつこと，施設などを活用して活動の場をもつこと，ライフスタイルに応じたスポーツとのかかわり方を見つけることなどが必要であることについて言ったり書き出したりしている。
③スポーツの振興は，様々な施設や組織，人々の支援や参画によって支えられていることについて，言ったり書き出したりしている。
④スポーツを行う際は，スポーツが環境にもたらす影響を考慮し，持続可能な社会の実現に寄与する責任ある行動が求められることについて，言ったり書き出したりしている。


７  指導と評価の計画（全６時間）

[image: image1.png]] 1 2 3 4 5 (k) 6
AL SATASA | ARV RR [
MERBLEA | Dl L% FEREET | TEHHT S,
K=y ~on | HicowTE &5, RE~R
pbYHER | W5, ELEBE
BT 5. Hoit 5.
0 B e ] e e
2 WROWE |2 WHOME | 2 WHONE |2 WHORE |2 MHORE
ROWEOH | OHE one ong ong one
2 3 AROLE |3 FROLE | 3 AHOLE |3 AROLE |3 AHOLE
3 AROLE | AMLERO | EMLESD | AMLERD | EMLESD | EMLESO
o | EmeEEo | amm e w2
i 4 RE—vE |4 425-% 4 ERERE
4 BEOZK | BEGCKE | v AR ORE—YS5
pos —UBBER | TELHOK | ORHOEDE BHHLT, | A OBHE
sy BEEZD gozz—v | JTELES | JA—TTB | EHERTE
5 BEORK | mR wETs
B | |5 mEOXA | —y517% | ORKOAK—
oxK—vR | BETH ViR 5 JL—JT
BREERE OfED AF— wLERE
D T3 6 BEOSA | VER ERpTRE
225110 )
i | o 54TERR BT Y 5 JL—Im
I T 5 BEORE | HAOMRE |6 K-V | TRETS
"< hbeh s BE
n 7 mEshi T EENED
2O~ | 6 BAEOR BREIN
7 54727 R RALLGH (6 SEMOF
o 075 PRE—IHR e LT
VERETS | LTTRA( | REEORE %33
2ET% OHRIAD 7 BAORH |7 FevoF
B ERETS EYS
8 FLHEA |8 FEHEA |7 FEHE |6 FEHEA |8 FEHEA
504 | RMORE | RWOWE | 8 RWOWE | 7 RRONE | 0 AROWE
108 10t o iy 8 w5 10ty 8 #i5
B O LN HHE
SATAEA
i MRS U A | Ol
ES BT ~D
[l 2y %
= AR =B [ AR—Y F A
2% 75 ~EmE | Tomet
s ~EE L7AT
B
OBz
A
& omE - | OBE )

BT -1}





８  本時の展開（５/６時間目）
（１）本時の目標

スポーツにかかわる際に，各自が実施する環境へ配慮した行動を見つけることができる
ようにする。（思考・判断） 
（２）学習の展開

	
	学習活動
	指導上の留意事項
	評価規準
	評価方法

	導入

５分
	１　本時の学習活動と目標の確認


	・ＩＣＴの活用
	
	

	展開40分
	２　スポーツと環境に関する事例についてグループで協議をする
（手順①）プロ野球の試合が行われることで生じる環境への負荷をあげる。
（手順②）プロ野球観戦時に大勢で行うエコプロジェクトを考え出す。
３　グループで協議した内容を全体で発表する
４　スポーツにかかわる際に，各自が実施する，環境へ配慮した行動を考える
５　各自が考えた行動をマグネットシートに書き，全員分をホワイトボードに貼り付ける
	・エコプロジェクトを考える際は，どの環境問題へアプローチするのかを明確にさせる。
・各自が行う些細な配慮が，環境保護に繋がることを意識させる。
	【思考・判断】　　　①　　　
	ワークシート

	終結10分
	６　まとめを記入する

	
	
	


スポーツを継続して楽しむために，環境へ配慮した行動を見つけよう！








